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　 日本の文化に興味があり 、 さ まざまなこ と を 経験
し たいと 思い参加し まし た。 初めての挑戦で正し く
でき ているか分かり ませんでし たが、 観客の皆さ ん
が盛り 上げ、 応援し てく れたので楽し く 演じ るこ と
ができ まし た。 地域の人と たく さ んお話し するこ と
ができ 、 文化の違いなど新し い発見も あり まし た。

（ ロハン さ ん）
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　 2 0 2 3 年に千頭神楽を 観て、 神楽と いう 文化を 知
り 興味を 持ち まし た。 そんな中、 田代神楽のお誘い
を 受け、 参加し まし た。 本番ではと ても 楽し く 演じ
る こ と ができ 、 更に神楽の歴史や所作一つ一つの意
味が気になる よ う になり まし た。 今後も こ のよう な
地域の方と 繋がれる 機会があれば参加し たいです。
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わ
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指
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演
目
の
「
駒

の
舞
」
と
「
弊
の
舞
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
代
神
楽
は
地
域
住
民
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

に
よ
り
、
令
和
２
年
か
ら
活

動
が
中
断
し
て
い
ま
し
た

が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

渡
辺
実
優
さ
ん
（
小
長
井
区
）

を
中
心
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
昨
年
度
か
ら
鑑
賞
会
と

い
う
新
た
な
形
で
復
活
し
ま

し
た
。
今
年
で
２
回
目
と
な

る
鑑
賞
会
で
は
、
舞
い
手
を

連
れ
て
歩
く
「
駒
引
き
」
役

に
ゾ
ー
ホ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
川

根
本
町
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン

ド
人
社
員
の
ロ
ハ
ン
さ
ん
、

サ
シ
さ
ん
が
出
演
し
、
約
50

名
の
観
客
を
沸
か
せ
ま
し

た
。

　
人
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能
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地
区
に
お

い
て
も
課
題
の
一
つ
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が
、
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域
住
民
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地
元
有

志
、
さ
ら
に
は
外
国
人
の

方
々
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多
様
な
人
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が

関
わ
り
協
力
し
合
う
こ
と
で

地
域
に
根
付
く
伝
統
芸
能
を

大
切
に
守
り
続
け
る
取
組
が

そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

田
代
神
楽
鑑
賞
会

田
代
神
楽
鑑
賞
会

～
国
境
を
越
え
想
い
を
繋
ぐ
～

～
国
境
を
越
え
想
い
を
繋
ぐ
～

４

２

３

１ _ メ イ ク を 終え記念撮影を する 駒引き 役。 ２ _ 本番を 控え待機する 舞い手と 駒引き 役。 ３ _ 当屋を 出

発し 道行き を行う 様子。 ４ _ 会場の舞台で「 駒の舞」 を披露する。
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